
科目名 生産管理論 （Produciton Management）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

前期 45 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　岸川　善紀

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

（１）生産システムの基本的な理解のため、「生産」とは何か、「システム」とは何か、経済学的な位置づ
けやシステム論的な考え方からその本質を理解できる
（２）生産システムにおける、モノ、情報の流れを理解できる
（３）生産管理に関わる基本的用語について理解し、説明できる

第5学年 経営情報学科 学修 1 単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

生産活動をシステムとし
て捉えて説明し、達成す
べき条件は何かを整理し
て説明できる

生産活動をインプットア
ウトプットシステムとして
捉え、製造業を例に説明
することができる

生産活動とはどのような
ものであるか、経済学的
側面から説明できる

生産活動の説明に必要
なインプットアウトプット
システムの概要が説明
できない

到達目標
②

マネーフローの概念も含
めて、ビジネスモデルを
各種フローの流れで説
明することができる

製造業などを例に生産シ
ステムを各種フローを用
いて図示することができ
る

生産システムにおけるマ
テリアルフロー、情報フ
ローの概念を理解できる

生産システムのモデル
化に必要な各要素につ
いて十分に理解できてい
ない

到達目標
③

生産管理で管理される
内容について、どのよう
に管理すべきか、その条
件を理解し説明できる

生産活動で管理されなけ
ればならないものは何
か、用語を用いて説明で
きる

生産管理に関する用語
について、説明できる

生産管理に関する用語
の意味を十分に理解で
きず説明できない

学習・教育到達目標 (C)② JABEE基準１（２） （ｄ）－１

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 35 35 30 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

○ ○ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ◎

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書 人見勝人「入門編生産システム工学」共立出版

補助教材等

学　習　上　の　留　意　点

用語が多く、難解であるため授業開始前には対象範囲を読み込んでおくことを求めます

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

生産とはただ単に人の手を加えることで物の形を変えるというだけでなく、人々の生活に役に立つモノに変える行為である、
というように生産を人間社会に必要な行為と捉え、その意味を考える目線が必要です。本科目ではシステムとして捉えるとい
う目線を通じ、生産活動を理解してもらうことを目的としています。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス 本講義の目的と概要が理解できる
テキストのまえがき、あと
がきを読んで、テキストの
目的を理解する

生産システムにおけるものの流れ、情報の流れについ
て理解できる

テキスト第２章を予習

製品設計、工程計画、レイアウト設計について理解で
きる

テキスト第２章を予習

生産とは何か、その定義が理解できる テキスト第１章を予習

システムとは何か、システムの定義ならびに特徴が理
解できる

テキスト第１章を予習

生産システム

生産のプロセス

原価の概念と資金の時間的価値について理解できる テキスト第４章を予習

生産計画、スケジューリングの手法について理解でき
る

テキスト第３章を予習

在庫管理、プロダクションコントロールについて生産シ
ステム全体での位置付けが理解できる

テキスト第３章を予習

生産のマネジメントシステム

中間試験

生産の価値システム

CAM,CADとは何か、理解でき、概要が説明できる テキスト第５章を予習

生産の社会性について理解し、説明できる テキスト第６章を予習

利益計画、損益分岐解析、設備投資計画について理
解できる

テキスト第４章を予習

コンピュータ統括生産CIMとは何か理解でき、説明が
できる

テキスト第５章を予習

生産の情報システム

生産の社会システム

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

社会的生産システムネットワークについて理解し、説
明できる

テキスト第６章を予習

まとめ
期末試験の解説とともに、全体の学習事項のまとめを
行い、それを理解できる

期末試験


